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「まァ 随分 暫ら くでした ね。 それで 何日 此方へ 帰った 

の？」 

を ば 

河 村の 小母さん は、 何の 挨拶 もな く 庭 口からの つ そ 

りと 現れた 純吉を 見つけて、 持 前の 機嫌の 好 さで 叱る 

やうに 訊ねた。 

「四 五日 前 …… 」 

純吉 はわけ もな く にゃにゃしながら うっかり そんな 

嘘を吐いた。 



「だ つ て 学校 は 余程 前から お休み だつ たんで せう？」 

「え、 そり ゃァ もう 七月の 初めから 休み だつ たんです 

が、 一度 此方へ 帰って来て —— 」 

何 かうまい 口実 は 見つからな いもの かと 彼が 思 ひ 惑 

うて ゐる うちに、 好い あんばいに せっかちな 小母さん 

はそんな 話題に こだ はって はゐ ず、 

「ともかく 此方へ おあがりよ。 今日はもう 朝から 忙し 

くて/^、 やっと 今片 づけた ところ なんです ご とい ひ 

ながら、 座敷の 障子 を 明け 拡げた。 

純吉は 縁側に 腰 を 降した 儘、 煙草 を 喫しながら ぼん 

やり 広い 庭 を 眺めて ゐた。 深く 繁 つた 泉水の ま はりの 



「ゃァ 失敬、 暫く ご 

湯 あがりら しく 艷の 好い顔 を 光らせて、 清 一が 出て 

来た。 

「や ァ、 暫く ご 純吉は 努めて 愛想よ く 微笑んだ。 此奴 

拙い ところに 来 やが つた —— 清 一 が 自分の こと を 一 寸 

さう 思 ひ はしな からう か？ 純吉 はそんな 邪推 を 廻ら 

せた。 

「姉さんが 此間 手紙で、 君に よろしく といって 寄越し 

た ご 

「あ、、 さう。 僕から もよ ろしく いって 呉れた まへ ご 

さう 答へ て純吉 は、 よろしくと は 一： K: 何たる こと だら 



う、 馬鹿 気た やり とりだ、 など、 思った。 それにして 

も 清 一 の 口から 自分の 消息 を 聞いて、 彼奴 まだ 相 変ら 

ず 口先ば かし 元気な こと を 喋って ぶら/ \ まごつ いて 

ゐる のか！ みつ 子が そんなに 思 ひ はしない だら うか、 

など ゝ純吉 は 想像して 冷汗 を搔 いた。 

「純ち やん は此頃 家に 遊びに 来る かなんて 訊いて 寄越 

した。 —— だが 此頃 少しも 遊びに 来な いんだね、 学校 

の 方が 忙しい の？」 

「あ、、 学校 は あまり 忙しく もない がね、 滅多に 此方 

へ 帰らな いんだよ …… 」 

さう い つて 純 吉は思 はせ 振りに、 卑しい 笑 ひ を 浮べ 



思慮深い か、 両方の 愚劣な 個所 だけ を 兼備へ た、 そし 

て その他に はた y 彼等 を 上ッ面 だけで 軽蔑 するとい ふ 

不遜な 心し か 持ち合せない のが 自分な の か —— 純吉は 

そんな 妄想に 走らう とした 鈍い 神経 を、 慌て、 吹き飛 

した。 

「ところで 島 田 はこの 四 五日 どうして 出掛けて 来な か 

つたんだ。 をと、 ひあたりから とても キ レイに なった 

ぜ。 なァ木 村！」 

「とても、 とても！ それとも 島 田 は 柄に もな く御勉 

強 か？」 

「無論 勉強 だよ。 俺 は 君達の やうな 不良少年 ぢ やな い 



かしい こと を 知って るな ご 野 島 は 木 村の 背中に かじ 

りついた。 「島 田 は あれ を 知って る だら う、 文科 だか 

ら。」 

純吉 は、 何の 思 ひ あたる ところ もなかつ たが、 た y 

薄 笑って ゐた。 そんな こと を 暗誦して ゐる木 村 を 内心 

大いに 感心した。 

「飲んで おいで、 飲んで おいで、 ッと —— おい 皆な で 

合唱し ようご と 野 島 は 太い 声で 音頭 をと つた。 その 

時 誰か 、v 、 

「来た ぞ /\ ご と 囁いた。 

「うむ 来たく、 木 村々々 ご と 野 島 は 彼の 背中 を 叩い 



るので 純吉も 同じく 砂に 伏して、 返答 を 待った。 野 島 

は、 こ、 で 口 を 利く の を さも さも 惜し さう に ぴったり 

と 顔 を 砂に 埋めた 儘 性急に 説明した。 —— あの 二人の 

娘 達が 脱衣場の 中で、 着物 を 脱いで 水着 を 着 終る 迄の 

悉くの 動作 姿態 を 細大 洩ら さず 沁 々 と 想像す る の だ I 

I とい ふ 話だった。 

「只今 帯に 手が 懸り、 着物に …… 」 

「うむ ご 「待って ました ァご 静かな 吐息 を 窺って 各々 

そんな 半畳 を 矢 継ば やに 投 かけた。 

「叱 ッ、 専念に くご と 野 島 は 重く 退けて、 耳 を 圧へ 

て 凝と 五体の 力 を 忍ばせた。 そして 「木 村が 一番 参つ 



含羞まずに、 一 投 足の 労 も 執れぬ 気がして、 思 はず 亀 

の 子 やうに 首を縮めた。 —— 自分が たった今 罵倒した 

あの 厭な 文学 々 生が 取りも直さず 自分 の 姿で ある 気が 

して、 凝と しても 居れなかった。 もう 明日から 海へ も 

来な ぃぞ —— さう 眩いて 彼 は 自分の 懶ぃ 書斎 を 想 つ て、 

変な 安らか さ を 感じた。 

「お— い、 お— いご 

しき 

沖の 連中 は 切りに 手 を 挙げて 純吉を 呼んだ。 その 度 

に 彼 は 身が すくんだ。 あまり 彼等が 呼ぶ もので 水際の 

女が、 純 吉の方 を 振 返った。 II 純吉 は、 ふらふらと 

立ち あがった。 そして 痩軀を 躍らせて、 その 時 稍 大き 



な 波が 持ち あがって 渚の 連中が ヮッと 逃 出した ところ 

を、 彼 はこ、 ぞ とば かりに 突進した、 が 忽ち 波に く 

るく と 捲 かれて、 頭 もろ 共ィャ とい ふ 程 砂地に 叩き 

つけられた。 

だが 彼 は、 直ぐに はね 起きて、 次に 持ち あがった 大 

波の 底 を 目が けて、 ビヨンと 水の 中へ もぐ リ 込んだ。 

もぐった 儘 はるか 波 向う に 進まう と 思った。 

彼 は —— 水の 中で 眼 を ぱっちりと 視 開いた。 

水 の 底が 青白く、 小 石が 真珠 の やうに 光って 見えた _ 

—— やらう と 思へば 俺 だ つ て 快活な 業が 出来る さ、 家 

に 居る の は 一 層 鬱陶しい から 明日 も 矢張り また 出かけ 



て 来よう か な —— 彼 は さ う 思 つ た 。 

もう 好から うと 思って 彼 は、 首 を 振って 水の 上に 顔 

を 現した。 —— 木 村た ち は、 到底 彼に は 行けない ずつ 

と 遠くの 沖 を 合唱しながら 泳いで ゐた。 振り返って 見 

ると、 彼 は 波 元から 二 間 も 先へ 進んで はゐ なかった。 

(大正 十三 年 三月) 
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